赤とんぼ
夕焼 (ゆうや)け小焼けの　赤とんぼ
負 (お)われてみたのは　いつの日か

山の畑の　桑 (くわ)の実 (み)を
小篭 (こかご)に摘 (つ)んだ葉　まぼろしか

十五で姐 (ねえ)やは　嫁 (よめ)に行き　
お里の便りも　絶 (た)えはてた

夕焼け小焼けの　赤とんぼ
とまっているよ　竿 (さお)の先 (さき)縦書き→横書き使用時→全体選択→
レイアウト→文字列の方向「縦」
印刷の向き→「横」


夏の思い出
夏が来れば　思い出す
はるかな尾瀬 (おぜ)　遠 (とお)い空 (そら)選択(ドラック)
行間が広い時はまず⇒段落→間隔→チェック外してみよう

霧 (きり)のなかに　うかびくる
やさしい影 (かげ)　野 (の)の小路 (こみち)
水芭蕉 (みずばしょう)の花 (はな)が　咲 (さ)いている
夢見 (ゆめみ)て咲 (さ)いている水 (みず)のほとり
石 (しゃ)楠 (く)花 (なげ)色 (いろ)に　たそがれる
はるかな尾瀬 (おぜ)　遠 (とお)い空 (そら)

夏 (なつ)が来 (く)れば　思 (おも)い出 (だ)す
はるかな尾瀬 (おぜ)　野 (の)の旅 (たび)よ
花 (はな)のなかに　そよそよと
ゆれゆれる　浮 (う)き島 (しま)よ
水芭蕉 (みずばしょう)の花 (はな)が　匂 (にお)っている
[image: ]夢見 (ゆめみ)て匂 (にお)っている水 (みず)のほとり
まなこつぶれば　なつかしいルビ→	　　ふりがなが違うときは訂正する
例→夕焼 (ゆうや)け(正しい)＝夕焼け (ゆうやけ)

はるかな尾瀬 (おぜ)　遠 (とお)い空 (そら)縦書き　　　

紅葉 (もみじ)
秋 (あき)の夕日 (ゆうひ)に照 (て)る山紅葉 (もみじ)
濃 (こ)いも薄 (うす)いも数 (かず)ある中 (なか)に
松 (まつ)を彩 (いろど)る楓 (かえで)や蔦 (つた)は
山 (やま)のふもとの裾 (すそ)模様 (もよう)

渓 (たに)の流 (なが)れに散 (ち)り浮 (う)く紅葉 (もみじ)
波 (なみ)にゆられて離 (はな)れて寄 (よ)って
赤 (あか)や黄色 (きいろ)の色 (いろ)様々 (さまざま)に
水の上にも織 (お)る錦 (にしき)




イラストはネットから
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メモ　　　
最後の行で改行→次頁(余白)でます
　
20191011　PC友の会塚田
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